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佐渡における植物観察記録6

渡辺洋子

在来植物
ヤマミズPilea／Oponica（Maxim．）Hand．－Mazz．　　　　　　　　　　　　（いらくさ科）

石名官馬笠橋上流230m（’071024）：渡辺洋子　（’071S－）［（小田①）5738－23－32］

　　北見（1963）にドンデン、県分布図集13集に白瀬、後尾の記録があるが、石名を追加。県の絶滅危惧種（VU）で

　ある。

オオバセンキュウ　Aiigelica　geintt7exa　Nutt．ex　Tom　et　A．Graly　［写真1］　（せり科）

　両津：加茂河内冨月寺20m：渡辺洋子（’07，IS－415238）　　［5738－03－93］

　　7月に冨月寺で，土手や竹薮の縁に生えているのを確認し，9月の花の時期に写真に撮影したので，それを掲載す

　る。これまで北見（1963）が鷲崎に，県分布図集8集（420頁）に秋津加茂湖畔の記録があるが，上記加茂河内の記

　録を追加する。

アワゴケ　Ca〃itt’iche／apo’lica　Enge！m．　ex　Hegelm　　　　　　　　　　　　（あわごけ科）

　両津：下久知正覚寺・正覚寺前の菊池さん宅20m　（’077114）　［5738－03－67］

　新穂：北方立蓮寺36m　写真2（’078！6）　［5738－03－14］

　畑野：長谷長谷寺130m　写真3（’078115）　　［5638－73－63］

　真野：阿佛坊妙宣寺50m　（’078124）　［5638－73－60］

　真野：竹田太運寺70m　（’078124）　［5638－73－50］

　小木：小木海潮寺30m　（’0712／17）［5638－52－71］

　北見（1963），野田（1969）による相川の記録があるが，2007年8月，中川清太郎氏と共に下久知で2ヶ所発見以来，新

穂畑野，真野，小木で見つかった。しかし，いずれも小佐渡であり，大佐渡側ではまだ見つかっていない。

アイナエ　Mitrasacnie　pygmaea　R．Br．　［写真4］　　　　　’　　　　　　（まちん科）

　真野：国分寺国分寺跡60m　：IS－　（’98渡辺洋子〉　［5638－72－59］

　　新潟県植物分布図集9集（456頁）に県内3ケ所の記録が載っているが，佐渡でも国分寺で1996年に発見した。その後，

　1998年には，メリケンカルカヤに一面被われ，絶滅したかと思ったが，今年立ち寄って見ると，ちょうど草刈りをしている

最中だったが，刈り払らわれた後に，わずかながら残っていた。県では絶滅危惧種（LP）である。

イヌタヌキモ　UtriCitlaria　austi’alis　R．Br．　［写真5］　　　　　　　　　　（たぬきも科）

　金井：貝塚金井大和横谷（陶芸園奥）40m：渡辺洋子（’071S－415259）　　［（両津）5738－03－40］

　7月25日にため池をタヌキモspが覆っていたが、10月21日に再度見に行き，殖芽が確認され、イヌタヌキモと判明し

　た。

ミコシガヤ　Carex　neurocarpa　Maxim．　［写真6］　　　　　　　　　　　（かやつりぐさ科）

　両津：潟端諏訪神社18m：渡辺洋子（1071S－415254＞　［5738－03－64］

　　新潟県植物分布図集15集に佐渡の分布地点がないので追加する。今までも何度も通っている場所でであるが気づか

ず、2007年に確認した。最近移入されたものかどうかわからない。7月25日には、その辺り一帯刈払われていたが、

種が熟した後なので、コンクリートに固められたりしなければ、生存していると思われる。本種は新潟県の絶滅危惧

　種（VU）である。

漂着植物

ハマナタマメ　Canavalia　lineata　DC．またはナタマメC．　gladiata　DC．　［写真7］　　（まめ科）

　羽茂：素浜海岸　［5638－62－32］

　　県植物分布図集9集455頁に1988年ハマナタマメが真野田切須海岸に漂着発芽したとの記録があり、今回素浜のも

　のも、ハマナタマメだと思った。しかし、11月両津湊で路地栽培の長い実をつけたナタマメを見かけ、素浜のものに
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はハマナタマメと葉質の薄めのナタマメと両方あったのではと疑問を持った。しかし、標本を採集しておらず、写真

では断定できない。素浜では8株が梱飼。ただし9月15日から10月9日の間には、グンバイヒルガオ同様、蕾や花の形

跡はなかった。

ユー1茎葉

　　　1－2花序

写真1　オオバセンキュウ

・壕』

写真2　アワゴケ

写真5　イヌタヌキモ（珠芽）

愚黛ゴ盗、

写真3　アワゴケ

4－1　　’07　10／9撮景多

4－2　　’96　9／18撮景多

写真4　アイナエ

6－1　群落　　　　　　　　6－2　花序（花穂）

　　　　写真6　ミコシガヤ

グンバイヒルガオ　Jpomoea　pes－caP」’ae（L．）Sweet　［写真8］　　（ひるがお科）

　羽茂・小木：素浜海岸［5638－62－32・62－22・62－42］

　真野1椿尾　　［5638－62－63］

　佐和田：辰巳　［5638－72－77］

　　過去、10年に一度のわりあいで漂着発芽と言われたが、近年毎年のように見られ、2007年は素浜で40個体、また

　上記以外真野新町、相川入川でも発芽していると中川清太郎氏より伺った。素浜で最大の株は、南北に420cm、東西

　に220cmの方形の中に縦横につるを延ばし、24のブロックに分けて葉の枚数を数えると796枚だった（10月1日測定）。

　佐渡の記録中最大の株であったが、蕾をつけていなかった。その他にも大株の個体があったが、蕾をつけた様子はな

　かった。
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ヨウサイ　ipO〃noea　aguatica　Forsk．　［写真9ユ　　　　　　　　（ひるがお科）

　羽茂：素浜海岸　　〔5638－62－32｝

　　9月15Hはじめて見るつる植物が、砂浜の河口に打ちあげれた魚網等の上を葡旬していた。9月26日には蕾をいく

つかつけてお珍、9月30日ロート状のピンクの花を開き、花の中心部はいっそう濃いピンク色をしていた。午前に開

花し、午後3時頃にしぼんだ。葉は広心臓形から、細いほこ形のものまで変化に富んでいた。熱帯アジア原産のヨウ

サイと思われる。ただし、はじめて見るものであり、資料も乏しく、それに近い別種かもしれない。2ケ所の細流の

河口で2◎株ほど発芽し、翻旬。開花株は4株。

帰化植物

コゴメバオトギリ　ffypericum　peijCoratum　L．var．　angusti；folium　DC　　［写真10］　（おとぎりそう科）

　両津：上横由35m　　［5738－◎3－72］

　　欧弼原産の帰化植物。国道沿いに咲いている黄色い花が、昨年から気になっていたが，確認したところコゴメバオ

　トギリであった。

オニハマダイコン　Cakile　edenntla　Heek．　［写真11］　　　　　　　　　　　（あぶらな科）

　羽茂：素浜海岸　　［5638－62－32］

　　欧チ臥北米原産の帰化植物。1981年北蒲原郡中条町の海岸ではじめて発見されたが、佐渡でも出現。中川清太郎氏

　に案内していただいた。

ヒuハホウキギク　Aster　subitlatus　Micl”c．var．　sandwicensis　AGJones［写真12］　（きく科）

真野：豊田15m　　［5638－72－46］

　詫米原産の帰化植物。十数年蔚，相jllの埋立地に群生しているのを見たが，数年後には，姿を消してしまった。2007

年．わずかであるが，国道添いに発生開花していたので，記載する。

セイバンモBコシ　Sorghum　halepense　Pers．　［写真13］

　羽茂；素浜海岸　　［5638－62－32］

　　　欧彊、地中海地域原産。

（いね科）

本報告では、中ノll清太郎氏の情報提供や現地共同調査によるところが大きい。同氏の御協力に謝意を表する。
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7－1　生育状態

一並霊二．

　　　8－1最大の株

　　　　7－2浜での成育

写真7　ハマナタマメ（orナタマメ）

．．＿＆を＿隔

9－1　開花初期（午前7時）

　　　　　　　　　　　．痔
　　　，　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　h

．，講　　　　『　　1

鐵懸瀧盤簸蹄熱，．
　　8－2強風で埋もれた株

　写真8　グンバイヒルガオ

7－3　茎葉（其i葉と辛夏葉）

9－2満開（午前9時ころ）

　　写真9　ヨウサイ

10－1　生育地　　　　　　　10－2

　　　写真10　コゴメバオトギリ

満開の株

8－3　強風による被害（白い葡釦枝）

9－3　開花後期（午後3時ころ）

9－4茎葉（多形の葉）
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ll－・1群落

11－2　果実と花（中川清太郎氏撮影）

　　写真ユ1　オニハマダイコン

12－1生育地

ユ2－2開花枝

写真12　ヒロバホウキギク

13一ユ群生

写真13　セイバンモロコシ

汽
昂
M
ψ

13－2花序

　クズの木化（クズは木である？）

　クズは「多年生のつる状草本，基部は木質になる」（牧野新日本植物図鑑2000）と記録されている。新潟県では、これ

まで株もとが木質で固くなっていることに気づいていたが、茎（幹）が立ち上がるような個体を見たことがなかった。

2008年2月中旬に佐渡市新穂地区正明寺で数メートル立ち上がって幹回り43c皿の個体に遭遇したのは驚きであった。中

川清太郎氏によると、佐渡ではこれまで2ヶ所ほどで見ているとのことである。温暖な佐渡の環境条件がクズの木化に

影響しているとも推察されるが、木化している事例を多く知りたいものである。　　　　　　　　　　（石沢　　進）

クズの幹（中央黒色） クズの冬芽


